
入試区分 評価方針

一般入試

大学院修士の学位または専門職学位を有する者、あるいは取得見込みの者を対象として、環境・エ
ネルギー工学に関する学力、専門的学力、研究能力、外国語の能力をしっかりと身につけ、高度な
研究活動を通して博士論文の作成へと発展していけるかどうかを、出願書類と筆記試験の成績及
び口頭試問によって評価します。

社会人入試
大学院修士の学位または専門職学位を有し、一定以上の社会経験を積んだ者を対象として、環
境・エネルギー工学専攻における専門的学力と研究・業務実績を有し、単位取得と研究活動を通し
て博士論文の作成へと発展していけるかどうかを、出願書類と口頭試問によって評価します。

外国人
留学生入試

日本の大学院修士課程に相当する教育・研究機関を修了した者を対象として、環境・エネルギー工
学に関する専門的学力、研究能力、外国語の能力をしっかりと身につけ、高度な研究活動を通して
博士論文の作成へと発展していけるかどうかを、出願書類と口頭試問によって評価します。

国費外国人留学生
（大学推薦）

文部科学省が募集する国費外国人留学生として本学が推薦する者について、日本の大学に相当
する教育機関で学んだ知識がしっかりと身につき、自然科学研究科環境・エネルギー専攻での研
究へと発展していけるかどうかを、出願書類と卒業論文や研究計画に関する口頭試問によって評価
します。
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